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矯正臨床における情報処理システム

（ORDAS）について

田中誠亀谷哲也石川富士郎
高橋　 敬＊　一戸孝七＊＊
　岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座（主任：石川富士郎教授）

＊岩手医科大学医学部電子計算機センター

＊＊岩手医科大学教養部数学（主任：一戸孝七教授）

〔受付：1982年1月29日〕

　抄録：歯科医学における最近の著しい進歩によって，臨床の場で取り扱う情報の質と量は多岐にわたり，

膨大なものとなってきている。

　そのため，これら大量の情報処理に対し，電子計算機の導入が考えられ，一部では多変量解析などが適用

されている。しかし，今日一般に行われている電子計算機の導入の方向は，研究者が特定の研究のために研

究課題ごとにプログラムを作成し，単独に利用しているのが現状である。

　そこで我々は，矯正臨床に関する定型的なすべての情報や，関連する他の情報についても整理，登録，保

管が可能であり，多変量解析を含む統計解析が会話型処理によって，簡単なキーの選択により進めることが

できる患者情報処理システムをORDASと名付けて，現在開発中である。

　今回は，システムの概要と処理例の一部について報告する。

緒 言

　現代の医学・歯科医学の分野では，関連する

自然科学の技術水準の向上に強い影響を受け，

それを積極的に取り入れることでさらに高度の

ものを目指そうとしている。これらは具体的に

は，検査法，あるいは治療法の技術向上の改良

という形で展開されてはいるが，同時に多岐に

わたる膨大な量の医学情報を扱うこととなり，

巨大化した知識体系の中で，診断学，治療学は

より細分化の方向にあるといえる。

　しかし，一方では，この大量の情報の処理

と，そのより有効な活用ということに関して

は，まだ問題となる点が多い。その解決の一手

段として，近年，電子計算機の導入が図られて

おり1の，その結果，医用電子機器の性能を高

め，生体現象のより精密な把握が可能となり，

さらに，医師の診断論理にまでその応用の範囲

が広げられようとしている5’1°）。

　歯科矯正学の分野における臨床は成長発育を

基盤としており，時刻変化という要素を含むた

め，個々の患者に関しての検査結果が累年的に

集積されるという特徴がある。したがって，こ

のような情報の処理方法の一つとして，以下に
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述べるような，電子計算機の応用が図られてき

ているものと考えられる。

　我々の領域における電子計算機の導入は，当

初，症例分析における頭部X線規格写真分析の

自動化という形で始められたが1卜1’），研究面へ

の応用では，多変量解析法による顎顔頭蓋の成

長予測や2°’22）血族間における顎顔面形態の類似

性，あるいは顎態パターンの分類25’26）など多く

の報告がみられる。また，臨床および研究に用

いる基礎データ読みとりの精度を高め，その収

集をより容易にするために，頭部X線規格写真

トレースの自動読み取りと保管の方法27’28），あ

るいは口腔模型の三次元計測などの報告2”3°）も

ある。一方，シミュレーションモデルによる矯

正診断に関する論理の展開3りもあるが，それら

のほとんどは研究者個人のための電子計算機の

利用であり，臨床データの保管とそれらの治療

面への還元，あるいは臨床研究への応用という
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ことに関してはほとんど触れられていない。

　今回ここで報告する歯科矯正学データ解析シ

ステム（ORthodontic　Data　Analysis　Syst－

em：ORDAS）とは，毎日の臨床で収集され，

診断および治療の過程で利用されているX線写

真，口腔模型など，各種の情報を一括整理保管

すると同時に，その検索と各種統計解析を連続

的に行う方法を検討したもので，現在なお開発

中である。そこで本稿では，このシステムの概

要とそれにもとつく一部の処理例について報告

する。

ORDASの構成

　本システムの構築については，高橋32）がすで

に一部報告しており，ここではその概要につい

て述べる。

　1．ハードウエアの構成

　本システムのハードウエアは大別して，主
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　CPU
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①1X線データ・ロード
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図1　0RDASの・・一ドウェア構成
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系，及び収集系の2つの系統から構成される。

（図1）

　主系は岩手医科大学電子計算機室内のOKI・

TAC　SYSTEM　50／40（MM，160KW）で，

システム運用およびデータ保管用には2台のデ

ィスク（64MB）を用いている。

　収集系は歯科矯正学講座内にあり，会話型処

理を行う際のコンソール，および表示装置とし

てのグラフィックディスプレイ装置（回線速度

9600BPS，ドット数4096×3120，以下GDと

略す）は，オンラインで主系のOKITAC　SYS’

TEM　50／40に接続され，表示画面の記録はハ

ー ドコピーによって行う。

　一方，各種頭部X線写真の読み取りは日本

DG　NOVA（Model　O1，　MM　28KW）とその

周辺機器で行なう。本システムではグラフペン

（ナック製，精度0．17mm）を用い，　X線写真

の透写図上で計測点を座標点データとして抽出

し，一時的に，NOVAのディスク（2．5MB）

に格納後，紙テープで一括して主系に読み込ま

せる。

　2．会話系ソフトウエアの構成

　会話系は，図2に示すとおり，大きく4つの

機能から構成される。

　1）　M機能（Manipulation）：患者ID
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情報および解析データの表示機能である。

　2）F機能（File　updation）：各データの

登録及び更新を行う゜

　3）SET　DATA機能：登録収納されてい

る情報の検索機能と検索抽出したデータを統計

解析の入力データへ変換する機能である。これ

は本システムの中でも特徴的な機能で，登録項

目別の索引とそれらの統計解析への過程を簡単

なコマンド系列の操作で連続的に行える。

　4）MSS－1：各種統計解析のうち，基礎

統計量計算および多変量解析プログラム群から

構成される。多変量解析は，重回帰分析，判別

分析，クラスター分析，主成分分析，因子分

析，数量化1～】V類，の9種の分析法が使用で

きる。

　以上の機能はすべて会話型の総合管理機能の

もとで作動する。

　3．登録データについて

　本システムで取り扱う情報は固定情報と可変

情報の二つに分けられる。（図3）

　固定情報は名前などIDに関するものと，初

診時の各種診査所見，既往歴，あるいは家族歴

に関するもので，一度登録した後は変更しない

部分である。

　可変情報は経時的に変化する所見を取り扱う

会話系
統合管理機能

⑤ ① ②
　　S　機能
③ ④

T　機能 M　機能 F　機能 SET　DATA機能 多変量解析（MSS－1）

抜歯基準解析 ・CEPHALOMETRIC

解析画面表示

・ PROPHILOGRAM

画面表示

・ 模型解析画面表示

・ 患者ID情報表示

・ID情報

　　　登録／更新
・ X線検査データ

　　　登録／更新
・ 模型解析データ

　　　登録／更新
・ 調査票データ

　　　登録／更新

・ データ行列作成

〔AUTO／MANUAL〕

・ 行列の結合

・ 行列の扶消
・ 行列の縮小

・ GARBAGE

　COLLE㎝ON
・ 行列の表示

・ 成分の修正

・ 基礎統計量

・ ヒストグラム，散布図

・ 重回帰分析

・ 判別分析

・クラスター分析

・主成分分析

・ 因子分析

・ 数量化1～w類

図2　0RDASの会話系ソフトウェア論理構成
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〔定形情報

氏名

生年月日

性別

症例所見

成長・発育所見

塁㌘

蕊

竺当竃
デンタル型

手根骨

〔不定形情報〕

　G．D．から入力
　される任意の情報

　　　　　　　図3　データの階層構造

もので，主に歯列咬合所見，X線写真所見など

で，初診時以降のデータについては追加登録と

いう形で保管できる。

　1）データの種類

　（1）　ID情報

　図4のごとく，症例番号，氏名，生年月日，

性別，初診時年令の他，患者の属性を決定す

る。また，同時に検索のKeywordとして症

例所見の中から，咬合分類5種類，要因別分類

9種類，症状別分類3群23種類を設定した。

　②　検査資料に関する情報

　可変情報に含まれる個々の検査所見について

患者ID情報

患者ID番号

患者氏名

生年月　Il

．．．

．　・　・

．．．

性　　　　別

初診時年令

症例所兄 ．合・ ・

」

旬oo4≦DI≦O‥
．

OebahPaの字文24
‥

．

）1
1

三
．4（‥

．

4図

・．・．．・．．．・．・．・・・．・●・・●●・・合．
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は，以下のように取り扱っている。

　i）パノラマx線所見：パノラマ型，オクル

ー ザル型，デンタル型などの所見は，図5のよ

うに，歯数異常をはじめとして7項目を設定し，

歯数異常
　　　　　鰍歯（臼歯）1㌍・　過剰歯喪失歯（前歯）　｝有＝1先天性欠如　　　　　　　　’

第3大臼歯
　　　　　　　　　　　　r

曝。　i竃
歯根形態異常

口　　　　1鱈　　　　　　　　　　　　人

歯根完成度 　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　‘未完成＝O　　　　　　　　　　　t

歯冠部実質欠損 口　　　際
歯槽骨吸収 　　　　　　　　　　　1呆・

　前歯右側幽　　し有＝1左側臼歯

抜　　歯 　　　　　　　　　　　r無＝o
　　　前歯　　　　　1有＝1　大臼歯　　　　　　　　し

小臼歯

図5　パノラマX線写真所見，病歴を表わす

　　　ためのコード化

〔咬合分類〕

LNormal

2．Class　I

3．Class　I　I　div．1

4．Class　I　I　div．2

5．Class　III

〔要因別分類〕

1．Normal

2．Skeletal

3．Functiona1

4．Diserepancy

5．Denta1

6．263

7．2β4

8．364

9．26364

〔症状別分類1〕

1．Normal

2．Maxillary　Protrusion

3．Reversed　occlusion

4．Bimaxmary　Protrusion

5．Cros＄bite

ID情報及び症例所見の分類

〔症状別分類2〕

1．Normal

2．Crowding

3．Open　bite

4．Deep　overbite

き．Crowding号Open　bite

6．Crowding　6　Deep　overbite

7．Diasthema

〔先天異常とその他の不正状態〕

1．Normal

2．Uni．Cleft　Lip

3．Bi．Cleft　Lip

4．Uni．Cleft　of　Alveolar　Process

5．Bi．Cleft　of　alveo｜ar　Process

6，Uni．Cleft　Lip　6　Palate

7。Bi．Cleft　Lip　6　Palate

8、Uni．Cleft　Pahte

9．Submucous　Cleft　Palate

10．Cleft　of　Uvula’

11．任意の20文字までの文字列



岩医大歯誌　7：61－79，1982

併せて，コード化を行った。このようにすると

検査のたびにGDから随時入力することがで

き，治療中に起きる変化を読みとることができ

る。

　ii）頭部x線規格写真所見：x写真の透写図

上に計測点を設定し，グラフプンにより座標点

データとして収納する。

　側面X線写真では，すでに行ってきた自動解

析法に用いている21点33）に，新たに30点を加

え3り，計51の計測点を設定した。計測結果は，

角度（SNAなど20項目），距離（N－Sなど15項

目），百分率（N－S／N－Meなど11項目）で合計46

項目を算出する。（図6）他にこれらの計測点か

ら，任意の各種計測を行うことも可能である。

　45°斜位頭部X線規格写真35）については，片

側35点，左右合計70点の計測点を設定し，角

度，距離について，片側50項目を算出する。

　これらX線写真の計測点を座標点に変換する

場合は，GD上で確認ができる。また，設定

不可能な計測点については，ダミーポイントと

65

して仮りの点（9999）を入力できるようにプロ

グラムに組み込んである。

　ni）口腔模型：歯冠幅径，および歯列弓の大

きさに関するデータの収集で，乳歯咬合期36），

混合歯咬合期37），および永久歯咬合期38）の各発

育段階に対応するデータを収納する。計測値の

入力は，歯の萌出段階に従って行うが，永久歯

の歯冠幅径については，最初の計測値を固定情

報として扱う。また，arch　length　discrep－

ancy，　curve　of　speeについては，抜歯基準

自動解析（T機能）のTweed解析のためのデ

ー タとして扱われる。

　iv）装置使用履歴：治療歴に関する事項とし

て，使用した装置名を14種設定し履歴データと

して入力する。特殊な装置についてはコメント

文で入力することができる。

　以上述べた可変情報のうち，X線写真，口腔

模型などの計測データはディスク内の各ファイ

ルごとに格納されており，それらの検索コード

として①～⑩までのデータ識別子を設定した（

　　　　　　」

レー－7°’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。1

　　　　　　　許＝／

　　　　　　声フ

糾゜
　　図6　頭部X線規格写真の計測点

左：通常の症例分析に用いる計測点（1～21）

右：追加計測点（22～51）
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図7A）。

　2）データの格納形態

　先に述べた各種データに関する各ファイル間

　　　　　　　　　岩医大歯誌　7：61－79，1982

の関係は図7Bのようになる。

　患者IDデータファイルの各ブロックは，そ

れぞれ，1人の患者に関する情報を扱ってお

Lコード通番〔1≦・〕
　　　　　（レコード内相対ワード・アドレス）

1．LP　〔Lateral　Point〕

2．LM〔Lateral　Measurement〕

3．OP　〔Oblique　Point〕

4．OM　〔Oblique　Measurement〕

5．PP　〔P－A　Point〕

6．PM〔P－A　Measurement〕

7．PT　〔Permanent　Tooth〕

8．DT　〔Deciduous　Tooth〕

9．MT　〔Mixed　Tooth〕

10．QD　〔Questionnaire　Data〕

旺三xample〕

　SNP　　　　　　　　LM　OO7

　SNA　　　　　　　　LM　OI2

　GONIAL　ANGLE－LM　O16

Llto　MAND

N－Me
A’－Ptm’

Gn－Cd

Po9’－Go

LMO24
LMO25
LMO30
LMO35
LMO36

　　　LM　FILE
W（側面計測値フアイル）

1
9
ム

7

4
5

9
一
9
一

患者ID番号

検査日付

SNPの値

LltoMand．の値

N－Meの値

W

1
2

A．、＿MT。。8－8

MT．FILE
（混合歯フアイル）

患者ID番号

検査日付

下顎A．Lの値

図7　A：各計測データには検索コードとして①～⑩までデータ

　　　　　識別子を設定した，
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患者ID　DATA　FILE

患者A
DATA
BLOCK
（256BYTE）

計測DATA　DIRECTORY　FILE

　　　　　　　　　　鱗K

　　　　　　　側面METRIC　FILE

患者Aの第i回

座標値データ

（256BYTE）

患者A
DATA
BLOCK

45R／1．　DATA　FILE

患者Aの第」回

　測　精　報
（座標値，算出値）

患者Aの第i回
計算値データ
（128BYTE）

（512BYTE）

B：データファイルの相互関係を示す

り，その内容はID情報とディレクトリ情報（各

計測データ）からなる。各計測データ・ディレ

クトリ・ファイルは計測日付と計測値の格納ア

ドレスの集合を1ブロックとしている。例え

ぽ，患者Aについて，y年m月に採得された，

通算して第i回目の側面x線写真データは次の

ようにして取り出される。

　①　患者Aの情報が記録されているIDデー

タファイルのブロックを見出す。

　②そのブロック内の側面X線写真データの

ディレクトリ・アドレスをみる。このブロック

をPとする。

　③このPブロックの第i番目は，患者Aに

関する側面X線写真の撮影年月が数年分格納さ

れている。

　④次にPiの中からy年m月を探し，それ

と対応する実測値アドレスが得られる。これを

αiとする。

　⑤すなわち，側面X線写真座標点ファイル

の第αiブロックに，求める患者Aのy年m月

に撮影したX線写真の座標点がデータとして収

納されている。

　計測データの格納形態は以上のようである

が，本システムで特徴的な行列データファイル

についてはSET　DATAの項で述べる。

　3）行列データの利用方法

　本システムに格納されているデータを効率よ

く管理し，活用するための中核的な機能とし

て，S機能の中にSET　DATAがあることは

先に述べた。ここで，このSET　DATAもつ

機構について少し触れておく。

　SET　DATAの概念図は図8Aに示す。こ

の機能は多変量解析を含む統計解析に必要な行

列を作成／管理するものであり，入力データと

しては各種の計測結果を扱い，全部で9個の機

能を持つ。

　第1の機能は，本システムで保管されていな

い他の自由なデータを変量とする行列につい

て，それをマニュアルで作成するもので，GD

から直接，入力することができる。

　第2の機能は，本システムに保管されている

データについて，変量の指定，および抽出すべ

き症例の指定を行うことで，データファイルか

ら任意の行列を自動的に作成するものである。
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GD

患者IDファイル

側面座標ファイル

側面計測ファイル

SET　DATA

　　　マニュアル入力
入力　による
　　　　行列作成

検　索

●

●

乳歯データファイル

索検

　
成

ル
　
作

イ
る
列

ア

よ
行

フ

に

アクセス

［コ

［「

図8　A：SET　DATAの概念図

NO．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

　　　　　　＊＊SET　DATA　FUNCTIONS＊＊

OPERATIONS

CREATE　VIA　MANUAL　INPUT
CREATE　BY　EDITION　OF　ORDAS　FILE
LINK　2　MATRICES
DEGENERATE
DELETE　MATRIX
GARBAGE　COLLECTION
CORRECT　ELEMENTS
DIRECTORY　LIST
LIST　OF　CONTENTS　OF　MATRIX

OPERATION　NO．？

B：SET　DATAのオペレーション

　第3から第7までの機能は，行列として保管

されているものを，結合，縮少化，全体の抹

消，空エリアの管理，行列成分の修正などを修

正するものであり，第8と第9は，各種統計解

析のために作成された行列の登録状況，あるい

はその行列成分の表示を行うものである。なお

本システムで扱える件数の上限は4000，変量数

の上限は40である。

本システムによる処理例

　本システムには4つの処理機能があるが，こ

こでは統計解析機能を中心に，その適用例を

GDに出力させたものについて述べる。

　概略処理フローは図9のようになり，システ

ム起動されると図10Aのように処理選択を問い

合わせてくる。ここでFキー，Sキーを選択し
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起　動

処理機能

選択要求

　F機能

オペレーション

　選択要求

Y
　終了要求

1
N

各オペレー

　　　ション別

登録／更新

　　　　　処理

　M機能
オペレーション

　選択要求

Y
　終了要求

1

N

各オペレー

　　　ション別

　画面処理

S機能
解析法

選択要求
T機能処

1

N
　
　
　
N

Y　終了要求　　　　　　　　　1

SET　DATA
　』’求

　　Y

SET　DATA
オペレーション

　選択要求

各解析法別

統計処理

各オペレー

　　　ション別

SET　DATA
　　　処理

ORDAS
　　終了処理

1

図9　0RDASの概略処理フロー

A ＊＊ORTHODONTICS　DATA　ANALYSIS　SYSTEM（ORDAS）＊＊
NO．

1．

2．

3．

4．

5．

FUNCTION
FILE　UPDATION
DATA　MANIPULATION
STEINER／TWEED　ANALYSIS
STATISTICAL　ANALYSIS（MSS－1）
TERMINATION

REQUEST　KEY？

KEY
F

M
T
S

B
NO．　OPERATION

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

＊＊FILE　UPDATION＊＊

PATIENT　ID　INFO．

LATERAL　POINTS
4500BLIQUE　POINTS
P．－ANT　POINTS

PERMANENT　TOOTH　MODEL
DECIDUOUS　TOOTH　MODEL
MIXED　TOOTH　MODEL
ORTHOPANTHOMOGRAPH
HISTORY　OF　APPLIANCES
QUESTIONNAIRE　DATA
CHANGING　EXAM．　DATE
TERMINATION

OP．　NO．？
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C

　KEY
　SD
　BS

　RG
　DS
　PC
　CL
　FA
　VA
　CA
　Ql
　Q2
　Q3
　Q4
　LA

　X

KEY？

＊＊STATISTICAL　ANALYSIS（MSS－1）＊＊

FUNCTION

SET　DATA
BASIC　STATISTICS
MULTIPLE　REGRESSION　ANALYSIS
DISCRIMINANT　ANALYSIS
PRINCIPAL　COMPONENT　ANALYSIS
CLUSTER　ANALYSIS
FACTOR　ANALYSIS
VARIANCE－COVARIANCE　ANALYSIS
CANONICAL　CORRELATION　ANALYSIS
QUANTIFICATION　l
QUANTIFICATION　2
QUANTIFICATION　3
QUANTIFICATION　4

　LATENT　STRUCTURE　ANALYSIS

TERMINATION　OF　MSS－1

図10　A：処理選択の問い合わせ

　　　B：F機能を選択した時の表示画面

　　　C：S機能を選択した時の表示画面

FlLE：LATERAL　PαNT　FILE
旧NO：77
EXAM．DATE：78｜O
CLASS　ITEM　：

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

1
1
1
1
1
！
ー
1
1
1
2
2

410
607
555
653
6｜7
607
6｜2
484
424
399
364
346

一 川8
－ 95

－ 138
－ 149
－ 199

－ 83
　t68
303

一 228
－ 472
－ 536
－ 737
－ 740
－ 94・6

一 1072
－ 1092
－ 1091
－ lO75

一 721
－ 701
－ 403
－ 288
－ 186
－ 184
－ 374
－ 640

FILE：LATERAL　POINT　FILE
旧NO：77
EXAM．DATE：7810
CLASS　lTEM：

NO．　　　X　　　　　Y

22　　 － 505　　－384
23　　　－227　　－333
24　　 － 135　　－136
25　　　　－44　　　　41

26　　　 － 45　　　－13
27　　　　　15　　　－31

28　　　　　57　　　　24

29　　　　　27　　　　40

30　　　　224　　　　24

31　　　672　　 151
32　　　　26　　－191
33　　　　380　　－415
34　　　　518　　－423
35　　　612　　－614
36　　　 544　　－532
37　　　　536　　－647

38　　　460　　－557
39　　　 569　　－853
40　　　 474　　－919
4τ　　　522　　－823
42　　　 342　　－991

NO．

43
44
45
46
47
48
49
50
51

X　　　　　Y

389　　－996
　59　　－823

－ 51　　－77フ

ー 113　　－650
－ 128　　－423
　97　　－396
　197　　－365
　｛75　　－506
　｜77　　－566

図11　F機能による頭部X線規格写真の入カデータチェック画面

た時のGDの画面が，図10B，図10Cである。

　F機能には患老ID情報の登録／更新をはじ

めとして全体で11の操作からなり，第12番目の

指定でF機i能は終了する。図11はF機能の各オ

ペレーションから側面頭部X線写真データを登

録／更新する際の入力データチェック画面を示
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す。統計解析機能はS機能によって処理される

が，ここで，SET　DATA（図8B）の2の操

作で実行した処理結果について以下に述べる。

データは矯正歯科に登録された患者の中から，

テストデータとして無作為に選んだ100症例の

ものについて行った。

　作成する行列は，図12Aに示すごとく，列成

分は各変量から成り，行成分は各症例からな

る。これら変量の指定と症例の検索条件は，図

12Aの1～5の指定で与える。

　図12Bは作成する行列ID名をMTO5，最大

収集件数を100，変量数を9と指定した場合の

ものである。指定した9変量の内訳はLM12か

らMT8であるが，図7A，図12Bで示すとお

り，このコード名のLM12とは側面頭部X線規

格写真のデータファイル名であってその12番目

にあたる計測項目SNAのことであり，　MT8

とは混合歯咬合期の模型に関する計測項目の8

番目のことで，下顎歯列弓長を意味する。

71

データ行列

データNα

変量 P
1

P
2

．　　．　　●　　● ・　●　・　．　・　．　■　■

P
s

1 111 覧12
．　　・ ．　・　…　　　　●　●　●　・　・

RIS

2 X21 X22
．　　・　　●　　． ．　　・　　…　　　　　　　●　　●　　．

H2S

3 131 X32
・　　．　　■　　● ■　●　●　●　●　■　■　守

X3S

・ ．
・

．

・ ． ・

．

・ ．
・

・

． ・
．

●
・

◆
・

．

・ ．
・

・

令 ・
●

・

● ・
．

・

N 1M XN2
．　．　●　■ ■　．　…　　　　　．　●　●

買NS

図12　A：N症例を用いてPSの行列作成は，
　　　　　次のような手順で進められる。

　　　　　指定せねばならない情報は，

　　　　　1．変量数，変量名の指定

　　　　　2．選びだすデータの属性指定

　　　　　3．最大行数指定

　　　　　4．行列ID名
　　　　　5．日付の組合せの決定．

　　　　　などである。

（1）

（2）

（3）

（4）

　　　　　　＊＊SET　DATA　FUNCTIONS＊＊

　＊CREATION　BY　EDITION　OF　ORDAS　FILE＊
MATRIX　ID？　　　　　　　　　　　　MTO5
NO．　OF　ROWS？　　　　　　　　　　100
NO．　OF　COLUMNS？　　　　　　　　　　9
LOCATION　OF　VAR．？

m　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
H
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0

ITEM
LM
LM
LM
LM
LM
LM
LM
LM
MT

CODE
12

7

1
6
24
30

35

36

25

8

NO．　ITEM　　CODE
21

22
23

24
25

26

27

28

29

30

31

32
33

34
35

36

37

38

39

40

OK？（Y／N）Y

COPY？1
図12　B：図12AのPlP2…PSはそれぞれ，　LM12，　LM　7，MT　8に相当し，これらはX線写真所
　　　　見，および，口腔模型の各計測項目からそれぞれ指定され，抽出した変量のコードを示す。
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　症例検索条件の指定は，図13Aのごとく大き

く4つのキー群からなる。この例では，1（I

D情報）と4（計測データ）に対して，GDの

コンソールからYと答えて選択している。この

例の検索条件としては反対咬合者であり，下顎

骨がかなり前方位にある者を抽出させたもので

ある。

　1（ID情報）に関しては，性別から症例所

岩医大歯誌　7：61－79，1982

見の項目が図13Bのように画面に表示される。

ここでは初診時年齢が6歳から12歳までの患者

で反対咬合（症例所見3のコード番号が3）の

者の抽出を指定してある。

　4（EXAM　DATA）に関しては図13　Cの

ように表示され，ここでは，LM11の側面頭部

X線規格写真の計測項目A－Bplaneの値が，

0．0°から5．0°までの範囲にある者の選別を指

A
（5）

　　　　　　＊＊SET　DATA　FUNCTIONS＊＊

ATTRIBUTES：
SELECT　KEY　GROUPS（Y／N）

1．　ID　INFORMATIONS
2．　PANORAMA
3．　HISTORY　OF　APPLIANCES
4．　EXAM．　DATA

Y
N
N
Y

B
（5）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

　　　　　　＊＊SET　DATA　FUNCTIONS＊＊

ATTRIBUTES：
＊ID　INFORMATIONS＊

SEX（M／F）：

AGE（NOW）：
AGE（SPECIFIED）：
AGE（1ST　MD．　EX）：

EX．　DATE：

CLASS　ITEM　1：

CLASS　ITEM　2：

OBSV．1：
OBSV．2：
OBSV．3：
OBSV．4：
OBSV．5：

／

／

／
00

／

／

／

／

／

3
／
／

　
　
　
6

／

／

加
／

　
　
1

C
（5）

ON

1
2
3
4
5

　　　　　　＊＊SET　DATA　FUNCTIONS＊＊

ATTRIBUTES：
EXAM．　DATA
ITEM　　　　　　　　MIN．　　　　　　　MAX．
LM　11　　　　　　　　0．0　　　　　　　　．．5．00

　　　　　　図13症例検索条件の指定

A：検索に用いる情報の指定

B：IDデータ・キーについての検索条件
　　　　　　初診時年齢が6歳から12歳までの患者で，

　　　　　　反対咬合と診断された者

C：検査データの上／下限指定キーについての検索条件

　　　A－Bplaneの値が0．0から5．0までの患者データ
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定している。この項目指定は最大15項目まで可

能である。

　ここで用いたX線写真と口腔模型の組み合わ

せなど異なる検査資料では，検査日時の一致し

ないことがあり，この場合は日付の最も近いも

ので組み合わせる必要がある。図14A，　Bはこ

れを自動的に行い抽出させる機能を示してお

り，この他利用者に選択させる機能を有してい

る。

　以上のような過程で，SET　DATA機能に

より行列を作成すると図15Aのごとく表示され

る。

　次に，S機能のうち基礎統計量計算を行わせ

ると図15Bのような結果を表示する。例えば，

相関行列（CORR，　MATRIX）を見ると，変

量6（Gn－Cd：下顎長）と，変量7（Po9’－

Go：下顎体長），変量8（N－Me：前顔面高）

73

が高い正の相関を示すことが認められる一方，

変量3（Gonial　angle：下顎角）と変量（L－

1to　Mandiblar：下顎切歯軸）には高い負の

相関があることが認められる。

　次に，多変量解析のうち重回帰分析を行った

結果について述べる。

　まずパラメーターの設定を行うため，図16A

のような画面が表示される。ここで，行列にI

D名（MTO5，図15A）を与える。次に，その

行列の第何列目を目的変数（予測／推定の対象

となる変量）とするかを，その列番号で与え

る。この例では，5列目（図12B，図15A中の

LM30：A一Ptm’）を指定して分析しようと

するものである。すなわち，①LM12：SNA，

②LM：SNP，③LM　16：Gonial　angle，④

LM24：L－1to　Mandibular　plane，⑥LM35

：Gn－Cd，⑦LM36：PogLGo，⑧LM25：N

A
〔6〕　DATA　GATHERING　MODE：
　　　　DECIDE　BY　MANUAL〔M〕／AUTO〔A〕？A
　　　　NEED　LISTINGS？〔Y／N〕

104
；
8
8

7612

7806

7812
7811

7602

7703

図14　AB：検査日付の異るデータは，日付の近いものを自動的に抽出し

　　　　組み合わせており，ここでは80年8月の頭部X線規格写真と80

　　　　年6月の口腔模型が組み合わされている。
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一Me，⑨MT　8：混合歯の下顎arch　length

の8つの変量（独立変量）を用いて，⑤LM30

：A’－Ptm’の動きを予測しようとするもので

ある。ここでは，A’－Ptm’を予測するのに8

個の変量を想定したが，実際には，これより少

い変量で分析した場合と同程度の寄与率を与え

ることが期待できる。そこで初めに与えた変量

の中から，ある統計的基準に基ずき，変量の取

捨選択を繰り返し，不適当な変量を除去すると

同時に，最終的に全ての変量を用いた時と等し

い結果をもたらす変量の組だけ残す処理機能

（SELECT・VAR）を用意している。

　以上のような変量の設定に引き続き，演算を

行った結果は図16Bに示す。

　この例では，重相関係数（lrl≦1）≒0．9864

で，この分析で与えた変量が相当よく目的変数

A’－Ptm’を予測していることが認められ

る。また，この処理過程で変数選択を行った結
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果第3（Gonial　Angle）および第4（L－1

to　Mandibular　plane）の変量が除かれてお

り，8個の変量を用いても，第3，第4を除い

た6個の変量で予測しても，寄与率は変わらな

いという結論がでている。

考 察

　歯科矯正学領域における電子計算機システム

導入の目的：

　医学のなかでも，発達期の患者を対象とする

領域では，個体の成長予測という因子が，治療

を左右するものであり，歯科矯正学の分野にお

いても，この成長の予測という点については先

人の報告が数多くなされている。3”49

　しかしながら，実際の臨床に適用されている

もののほとんどが平均成長を基盤にし，加えて

術老の経験によっているのが現状である。とく

に，顎顔面についての個成長の予測はきわめて
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＊＊BASIC　STATISTICS＊＊

MATRIX　ID：MTO5
　　VAR．　NO．　　　　MEAN
　　　　　1　　　　　　　79．99

　　　　　2　　　　　　　79．21

　　　　　3　　　　　　　127．68

　　　　　4　　　　　　　86．00
　　　　　5　　　　　　　43．52

　　　　　6　　　　　　　106．31

　　　　　7　　　　　　　70．10

　　　　　8　　　　　　　112．03

　　　　　9　　　　　　　23．07

VAR－COV．　MATRIX
　　　　　1　　　　2　　　　3
　1　　　　　　19．94　　　　　7．53　　　　－8．72

　2　　　　　　　　　　　　　　　12．42　　　　－2．16

　3　　　　　　　　　　　　　49．41

　4
　5
　6
　7
　8
　9

CORR．　MATRIX
　　　　　1　　　　2　　　　3
　1　　　　　＊＊＊＊＊＊＊　　　　　0．48　　　　－0．28

　2　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊　　　　－0．09

　3　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊

　4
　5
　6
　7
COPY？1
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図15　Al収集された行列データを示す。

　　B：基礎統計量計算の処理結果

困難である。その第1の原因としては，頭部が

複雑な多次元の構成要素によって形成されてお

り，これに遺伝および環境の因子が関与してい

るためである。第2は，臨床的に診た症状の違

いによって，治療の時期，期間，方法が個体ご

とに異なり，また，治療に対する生体の反応が

さまざまであることである。

　このような問題を有する顎顔面の個成長の解

明には，大量の情報収集とその解析が不可欠で

あり，ここに歯科矯正学へ電子計算機システム

の導入が試みられる理由がある。

　多変量解析の応用例：

　たとえば，頭部X線規格写真を用いた研究で

は，相馬2°）は多変量解析法の一つである主成分

分析を用い，類似法により，ある時点での異っ

た個体間における顎顔面の類似度がその後も持

続するかどうかを検討し，成長予測を考察して

いる。また，石黒23’24）は下顎前突の成立に対す

る遺伝的要因の解明のため，因子分析によって

顎顔面の形態変異をいくつかの因子として抽出

し，これらをさらにクラスター分析によって解

析し，家族内での類似性を検討している。

　また，ある顎態パターンについて，数年先に

おける，ある特定の計測点の位置を重回帰分析

によって推定し，画像表示する方法を報告して

いるものもある2’）。あるいは，初診時における
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A
SET　PARAMETERS
　　　　　　　MATRIX　ID？

　　　　　2COLUMN　NO．OF　OBJ．VAR．
　　　　　3SELECT　VAR．？（Y／N）
　　　　　　　　〔1〕ALGORITHM？〔1－4〕
　　　　　　　　　　　　　　FORWARD　SELECT．
　　　　　　　　　　　　　2BACKWARD・E〕M．
　　　　　　　　　　　　　3STEPWISE　FORWARD
　　　　　　　　　　　　　4STEPWISE　BACIくWARD
　　　　　　　　〔2〕CONTROL　F－VALUE？
　　　　　　　　　　　　　　FIN＝

　　　　　　　　　　　　　2FOUT＝
　　　　　　　　〔3〕．DISPLAY　PROCESS？〔Y／N〕

OK？〔Y／N〕

MTO　5
5
Y
4

2
2
Y

B
＊＞k＊ 　　　＊x来

　　　　　CORR．　COEFF．：（R）＝

．CONTRIBUT｜ON　RAT｜O（100XX2）＝

3．ADJUSTED　CONTR．　RATIO＝

　　　　　ERR．OF

　　　3TOTAL
REGRE二SSION　COEFFICIENTS：

D（B）

0．7003492E－01　　　　0．7990730EO1
　　　　　　　　－0．8768435EO1

O．6293445E　Ol

O．3447753EO1
－ O．6579788EOi

図16　A：重回帰分析を行うための選択

　　　B：分析結果，および分析に適さない変量の除去が第3，

　　　　　第4のように呈示される。

患者のその後の個成長を予測するために，判別

分析，クラスター分析により頭蓋顔面パターン

の定量的分類を行い，類似症例を検出する論理

モデルを作成し，その臨床応用を試みた報告も

ある31）。しかしながら，これらの研究は現在ま

だ基礎的段階にあり，臨床に十分活用されてい

るとはいえない。

　データベースの確立の必要性：

　先に述べた，基礎研究と臨床応用との断層と

して考えられる理由の一つとして，電子計算機

システムの利用方法あるいは，そこで用いられ

るデータベースの問題があろう。すなわち，あ

る特定の研究のためにデータを抽出し，分析す

るということに重点がおかれているため，本

来，研究者が所属する機関で採得されるあらゆ

る情報について，その有効な利用法，すなわ
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ち，臨床研究用データベースを確立することに

ついては，あまり考慮がはらわれていないため

と思われる。

　開原4）も指適しているとおり，現状では検査

によって得た資料は単なる病歴の山となってお

り，臨床にこれをどのような形で還元するか

は，電子計算機をどのように利用するかという

ことと相まって，これから常に考えてゆかなけ

れぽならない問題でもあろう。しかしながら，

一方において，データの種類，質，量の規模に

関わらず，データベースの確立には難しい要素

が多く存在していることも事実である。たとえ

ば，心電図データのごとく，パルス信号によりア

ナログデータを比較的容易にデジタル化できる

ものは別として，医学領域で扱う情報のほとん

どが，デジタル化の困難なものが多いためであ

る。この点に関連して，電子計算機に格納する

データの精度に関連する研究も行われており，

菅原ら25）によるドラムスキャナーを用いたX線

写真透写図上の線図形を自動的に読みとる方

法45），吉田ら働によって報告されたX線写真像

の濃淡から，直接，線図形を抽出する方法も

ある。また，口腔模型などについても，三次元

計測器によるデータ採得の方法が報告されてい

る。

　しかしながら，これらの方法は単に電子計算

機用にデータの読みとりをどれだけ簡易化する

かという問題であり，計測点の設定と，その精

度ということに関しては，X線写真におけるグ

ラフペンでの読みとりと，口腔模型については

計測値を読み込ませるという，現在行なわれて

いる方法にかわる，より精度の高い方法は，現

時点ではない。

　データベースの活用2）：

　電子計算機が単なるデータの集積場所として

ではなく，検索機能を充実させることで，類似

症例間の比較，あるいは具体的な治療に対する

考察などをより明確にさせることが可能となる

であろうし，また，種々の解析機能を組み合わ

せることで，個成長の予測を基盤においた治療

法に対する示唆という点にも，活用の道はある

77

ものと考える。

　以上，述べてきたような点を考慮したうえで

ORDASシステムは開発されてきた。その特

徴は，解析に必要なデータ整理がかなり広範囲

に行えることにある。すなわち，電子計算機を

用いた多くの統計解析による研究では，解析前

の処理として，手作業によるデータの編集，整

理，分類が必要とされるが，本システムでは，

これを簡単なコマンドの操作により遂行できる

ようにソフトウエアーの面を充実させたことに

ある。

　また，このシステムをデータバンクとしてみ

た場合，所有する全症例に関する症状および病

歴をデータとして蓄積していることは，単に臨

床研究のための活用にとどまらず，症例の管理

という面からも有効な手法となりうるものと考

える。

ま　　と　　め

　今回報告した歯科矯正学データ解析システム

ORDASは，現在臨床で扱っている膨大な資

料の整理とその臨床面への還元，すなわち個々

の症例の診断と治療方針決定にあたっての個成

長の予測，およびデータバンクとして臨床研究

の基礎のために開発されてきた。

　本システムは，現在，細部については開発の

途上にあり，今後1～2年で完成型とする予定

であるが，その根幹および多変量解析のいくつ

かはすでに稼動可能の状態にあり，それらにつ

いてはすでに述べた通りである。

　今後，このシステムを活用していく過程で，

新たな解析法が必要となり，そのためにプログ

ラムの追加，拡張が必要になることは十分考え

られるが，本システムの場合ソフトウエアー構

成の特徴から，これらの要求に随時対応するこ

とができ，また，汎用性という面から考えると単

に歯科矯正学にとどまらず，ID情報の整理機

構，SET　DATA機能における行列作成機能

などは他領域での医療データ解析に活用できる

もので，このことは本システム全体を医学，歯科

医学の各領域での使用を可能とするものと考え
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る。 助によった。

　本論文の要旨は第40回日本矯正歯科学会大会

（東京），および第23回（昭和56年度後期）情

報処理学会全国大会（東京）において報告し

た。

　なお，本研究の一部は文部省科学研究費（昭

和55・56年度試験研究，課題番号587109）の補

　稿を終えるにあたり，本システムの開発につ

いて多大の御援助を頂いた株式会社沖電気工

業，および資料の整理とプログラム作成に御協

力頂いた岩手医科大学教養部事務室，佐藤祐子，

伊藤京子の諸嬢に深謝いたします。

　Abstract：Recent　advances　of　the　dentistry　have　produced　remarkable　increasements　and　varia・

tions　of　both　the　quality　and　quantity　of　informations　in　which　those　who　concern　themselves　with

dental　clinics　are　interested．　The　introduction　of　the　computer　system　is　concidered　to　be　indis・

pensable　in　order　to　store　and　manage　those　great　amounts　of　informations　effectively．

　Actually　many　works　have　been　done　with　the　help　by　means　of　the　computer　system．　But　as

far　as　we　know，　in　many　cases，　they　can　be　collected　only　by　the　processing　of　data　for　conven－

ience　rather　than　by　analizing　of　true　value　of　individual　work．

We　now　insist　on　the　necessity　of　the　computer　system　which　can　be　able　to　store　and　manage

to　supply　many　valuable　informations　for　orthodontics，　and　obtaining　other　additional　informa’

tions．

　In　addition，　it　is　very　important　and　useful　that　those　systems　perform　the　conversational　process・

ing，　and　various　statistical　analysis（involving　multi－variate　statistical　analysis）can　be　easily　and

simply　apPlied．

　For　those　reasons，　we　have　be飽developing　the　clinical　data　processing　system　for　orthodontics

（named電電ORDAS，っ，　and　obtained　some　interism　findings．

　Atheoretic　concept　of　the　system　and　clinical　approches　of　the　methods　of　the　computer　has

been　presented　in　relation　to　use　of　retrieving　and　analysed　stored　clinical　datas　in　orthodontics．
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